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令和４年第１回垂水市議会定例会では、令和４年度施政方針と予算について活発な議論が交わされたのち、議決（承認）を
いただきました。ご理解をいただきました市議会議員の皆様、ありがとうございました。

私
の
市
長
と
し
て
の
最
大
の
使
命
は
、

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
、
こ
の
ま
ち

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、

平
成
23
年
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

「
垂
水
市
の
発
展
」
と
「
市
民
の
幸
福
」

の
実
現
を
政
治
理
念
に
掲
げ
、
日
々

「
元
気
な
垂
水
市
を
つ
く
る
」
と
い
う

強
い
信
念
の
も
と
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
安
心
安
全
で
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
市
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ま
た
、「
九
つ
の
彩
り
豊

か
に
健
や
か
な
人
を
育
む
ま
ち
垂
水
」

を
、
ま
ち
の
将
来
像
と
す
る
第
５
次
垂

水
市
総
合
計
画
の
実
現
の
た
め
、
市

政
の
発
展
に
全
力
で
邁
進
す
る
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

垂
水
市
を
発
展
さ
せ
、
市
民
の
皆
様

の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
、
第
一

に
「
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

対
話
を
重
視
し
て
い
く
姿
勢
」、
第
二

に
「
市
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
の

た
め
の
積
極
的
な
情
報
発
信
と
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
姿
勢
」、
第
三

に
「
国
、
県
及
び
近
隣
市
町
村
と
の

連
携
・
協
力
関
係
を
最
大
限
活
用
し

た
市
政
運
営
に
取
り
組
む
姿
勢
」
を

示
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
国
や
県
と

の
パ
イ
プ
を
活
か
し
な
が
ら
、
市
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
垂
水
市
は
、
国
の

予
算
の
状
況
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
、

各
事
業
の
成
果
に
重
点
を
お
い
て
、

予
算
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
財
政

運
営
の
健
全
化
を
図
り
つ
つ
、
子
育

て
支
援
や
高
齢
者
対
策
、
市
民
の
安

心
安
全
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
関
連

す
る
事
業
費
を
優
先
し
て
予
算
編
成

い
た
し
ま
し
た
。
総
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
、

約
１
８
２
億
円
で
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
編
成
で
き
た

ほ
か
、
普
通
建
設
費
等
の
投
資
的
経

費
は
、
地
域
の
声
を
反
映
し
、
25
・
６
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
気
な
垂
水
づ
く
り
、
市
民
の
皆

様
の
幸
福
の
た
め
に
「
未
来
・
安
心
・

経
済
」
３
つ
の
挑
戦
を
軸
と
し
た
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経 済
「安心していきいきと暮

らせるまち」
「豊かな自然の恵みを次

世代へ受け継ぐまち」

「地域資源を活かした
賑わいのあるまち」

「次世代の担い手を育
成・支援するまち」

Economy
詳細は P22

安 心 未 来
Future

詳細は P14
Care

詳細は P18
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